
作品集に掲載する御氏名

（ペンネーム）

若山牧水
顕彰全国大会・短歌大会

-みなかみ大会 -

第　　　回12
若山牧水 みなかみ来町 100 周年記念

12:00 ～ 受付

13:00 ～

18:00 ～

記念式典

会場：源泉湯の宿 松乃井

（歌人、若山牧水記念文学館館長）（歌人、「かりん」主宰） （歌人、「心の花」主宰）

シンポジウム「牧水・旅と歌」

日本ほろよい学会

10:00 ～
牧水・ゆかりの地めぐり

若山牧水みなかみ紀行短歌大会 表彰式・講評

氏伊藤一彦氏馬場あき子 氏佐佐木幸綱

全国顕彰大会のおもな行事
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題詠「旅」

受付 No.

※受付 No. は記入しないでください

投稿締切日： ※必着平成 30 年 7 月 31 日

ふ
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住　所
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女

（　　　）

　　　 -

※市外局番からお書きください

投稿募集要項

●投稿作品：１人５首以内

●未発表のものに限ります。

●題詠：「旅」

●選者：伊藤一彦 氏（歌人、若山牧水記念文学館館長）

　　　　阿部栄蔵 氏（群馬県歌人クラブ事務局長、歌誌「黄花」主宰）

●本紙右側の投稿用紙に、投稿作品（新旧仮名づか

 いの明記）・郵便番号・住所・氏名・年齢・性別・

 電話番号を記入のうえ、下記宛郵便（または持込）

 でご投稿ください。（ＦＡＸ不可）

●投稿料：1,000 円（１首につき）

●投稿期間：平成30年 5月 1日から7月31日（必着）

　　　持込：平成30年 7月 31日 17時まで

●投稿作品はすべて作品集に掲載します。

●希望する方に作品集を贈呈します。

　※短歌大会参加者には、大会当日、その他の方は

　郵送します。

●作品集の作成にあたり原文のまま掲載いたします。

●作品の著作権は主催者に帰属します。

　※原稿の返却はいたしません。

●入賞者には、後日ご連絡いたします。

●投稿料は郵便振替払込または郵便為替でご送金下

　さい。（切手不可）

　※宛先は投稿作品郵送先と同じです。

　またはみなかみ町教育委員会までお持ちください。

◆郵便振替払込

◆投稿作品郵送先（お問い合わせ先）

郵便局常備の「払込取扱票」を使用してください。

※払込時の手数料は投稿者本人のご負担となります。

郵便振替口座番号

加入者名：

00210-5-86257

若山牧水みなかみ紀行短歌大会実行委員会

〒379-1305

群馬県利根郡みなかみ町後閑 321-1

みなかみ町教育委員会内

若山牧水みなかみ紀行短歌大会　係

〒379-1305

群馬県利根郡みなかみ町後閑 321-1

みなかみ町教育委員会

若山牧水みなかみ紀行短歌大会実行委員会

TEL 0278-25-5025  FAX 0278-62-0632

▼投稿・大会参加申込の際に切り離して、宛先のシールとしてご利用ください。

17日

18日

（土） （日）

※いずれかに□を付けてくださいレ

□ 希望する

□ 希望しない

牧水写真：三国路与謝野晶子紀行文学館 所蔵

表紙写真：みなかみ町遠景
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り
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り
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●シンポジウム登壇者プロフィール

伊藤一彦（いとうかずひこ）氏

昭和１８（1943）年宮崎県生まれ。早稲田大学在学中に

短歌をはじめ、昭和４３年「心の花」へ。現在若山牧水記

念文学館館長。歌誌「心の花」選者。平成８年「海号の歌」

で読売文学賞、２０年「微笑の空」で迢空賞、２２年「月の

夜声」で斎藤茂吉短歌文学賞。最新歌集に「遠音よし遠見

よし」など。現代の短歌表現を意識し、人生の悲哀を歌に

もる。評論に「若山牧水―その親和力を読む」「牧水の心を

旅する」など。

馬場あき子
昭和３（1928）年東京生まれ。日本女専（現：昭和女子

大）卒業。「まひる野」窪田章一郎に師事。昭和５３年岩

田正氏と「かりん」を創刊、主宰。昭和６１年葡萄唐草で

迢空賞、平成６年「阿古父」で読売文学賞、１２年朝日賞

１５年芸術院賞、同年芸術院会員。１９年「歌説話の世

界」で紫式部文学賞、２３年日本歌人クラブ大賞、２４

年「鶴かへらず」で前川、佐美雄賞、古典や能への造詣を

背景に艶麗な歌境を提示、評論に「鬼の研究」などがある。

（ばばあきこ）氏

佐佐木幸綱
昭和１３年（1938）東京生まれ。早稲田大学在学中から

「心の花」に参加し、昭和４９年より編集長「群黎」（４６

年現代歌人協会賞）などで、男性的な力強い歌をよむ。

６３年早大教授、平成６年「瀧の時間」で迢空賞、１２年

「アニマ」で芸術選奨、１６年「はじめての雪」などで現代

短歌大賞、２０年芸術院会員、２４年「ムーンウォーク」

で読売文学賞。長男 頼綱氏、次男 定綱氏も歌人。

（ささきゆきつな）氏

申込締切 平成３０年９月３０日（必着）

平成３０年９月３０日（必着）

平成３０年７月３１日（必着）

入金締切 平成３０年９月３０日（必着）

○参加の際には上記欄内に必要事項ご記入のうえ、申込書のみを
　切り取って、全国大会事務局宛に郵送または FAX でお申込くだ
　さい。
　また顕彰団体・短歌結社で取りまとめて申込も可能です。

※上記の大会申込と裏面の短歌大会投稿締切は異なりますので、
　ご注意下さい。

・大会参加申込締切

・短歌大会投稿締切

◆郵便振替払込
郵便局常備の「払込取扱票」を使用してください。
※払込時の手数料は投稿者本人のご負担となります。

郵便振替口座番号 00210-5-86257
加入者名：

若山牧水みなかみ紀行短歌大会実行委員会

若山牧水顕彰全国大会参加申込書

行事名 実施時間 申込有無 参加費（前納）

記念行事
　・顕彰全国大会
　・シンポジウム

送迎バス

みなかみ紀行短歌大会

　・表彰式・講評

日本ほろよい学会

日本ほろよい学会

牧水、
ゆかりの地めぐり

昼食（弁当）

※お茶付

※先着５０名様

※先着５０名様

献酒・吟詠

18：00～

13：00～

15：00～

18：00～

10：00～

（宿泊・１泊２食付）

（宿泊なし・入浴可）

□参加します

□参加します

□参加します

□希望します

□参加します
※受付　源泉湯の宿 松乃井

□参加します
※受付　源泉湯の宿 松乃井

無料

無料

無料

18,000円

10,000円

無料

800円

昼食（弁当）

※お茶付
□希望します 500円

17
日

18
日
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□男・□女

※市外局番からお書きください

※いずれかに□を
　付けてください

レ

第１２回若山牧水顕彰全国大会の日程

受付：源泉湯の宿 松乃井 エントランス

源泉湯の宿 松乃井

12:00

13:00

13:30

※送迎バス〈水上駅／上毛高原駅〉

●記念行事

源泉湯の宿 松乃井 18:00●日本ほろよい学会

10:00●牧水、ゆかりの地めぐり

・開会（主催者挨拶・来賓挨拶ほか）

17:00・閉会

・シンポジウム「牧水・旅と歌」

15:30・みなかみ紀行短歌大会

〈紹介〉「若山牧水とユネスコエコパークみなかみ町」

（歌人、若山牧水記念文学館館長）（歌人、「かりん」主宰） （歌人、「心の花」主宰）

氏伊藤一彦氏馬場あき子

表彰式・講評

氏佐佐木幸綱

主催　若山牧水顕彰全国大会みなかみ大会実行委員会

共催　みなかみ町牧水会

みなかみ町、全国牧水顕彰会、みなかみ町教育委員会

群馬県、沼田市、片品村、みなかみ町観光協会

日本ほろよい学会、中之条町牧水詩碑保存会

三成社株式会社、群馬県酒造組合沼田支部、

利根沼田酒蔵ツーリズム協議会、群馬県歌人クラブ

月夜野俳歌壇、水上短歌研究会、桑の実俳句会

心彰流愛吟詩道会、沼田エフエム放送株式会社

上毛新聞社、おちあいしんぶんマイタウンたにがわ

後援

□希望します
〈水上駅／上毛高原駅〉

希望の駅に○を付けてください。

会場①ＪＲ上越線
　高崎駅　10：25 発
　水上駅　11：29 着

②ＪＲ上越新幹線
　東京駅    　10:16 発
　上毛高原駅  11:22 着

TEL 0278-25-5025  FAX 0278-62-0632

若山牧水顕彰全国大会みなかみ大会実行委員会

〒379-1305 群馬県利根郡みなかみ町後閑321-1

源泉湯の宿 松乃井
〒379-1617群馬県利根郡みなかみ町湯原 551

TEL 0278-72-3200 ㈹  FAX0278-72-3210

交通のご案内

●電車で

●お車で

新　潟

東　京

新　潟

東　京

上　野

上毛高原駅

水上Ｉ.Ｃ.

水上駅

源泉湯の宿

松乃井

源泉湯の宿

松乃井

上越新幹線

上越線

68 分

77 分

関越自動車道

120 分 291 号線

5分

路線バス

25 分

お車

5分

100 分

140 分

先着５０名様

18,000 円（宿泊 1 泊 2 食含む）

10,000 円（宿泊なし、入浴可）

お問い合わせ

送迎バス〈水上駅／上毛高原駅〉

※電車をご利用の方は、送迎バスをご利用ください。

（土）

（日）

○宿泊は１部屋４～５名の同室となります。

○１８日の「牧水、ゆかりの地めぐり」は、　　　　　　　となります。

○日本ほろよい学会（宿泊・懇親会）、１７・１８日昼食（弁当）を

　ご希望の方の代金は前納となります。

　郵便振替で送金願います。

　牧水がみなかみを訪れて 100 周年にあたる記

念すべき年に、第 12 回若山牧水顕彰全国大会を

みなかみ町で開催できますことは、大きな喜び

であります。歴史的文人の牧水が「みなかみ紀行」

を著し、町名の由来となったことは郷土の誇り

です。本町は平成 29 年 6 月に自然と共生してい

る暮らしそのものが世界のモデルであるとして、

ユネスコエコパークに認定されました。牧水が

こよなく愛した利根川の源流の地で、本町と同

時に認定された宮崎県は牧水生誕の地でありま

す。私たちはこのことに限りなく必然に近い偶

然を感じます。

　本大会は二日間にわたって牧水顕彰大会・短

歌大会及び日本ほろよい学会、ゆかりの地めぐ

り等を実施予定です。ぜひ、大勢の皆様にお越

しいただき、若山牧水顕彰の輪が広がることを

願ってご挨拶とさせていただきます。

若山牧水顕彰全国大会みなかみ大会実行委員長

みなかみ町長　 前　田　善　成

ご挨拶

谷川岳
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